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兵庫 県 における トウネズ ミモチの植栽分布
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　　旨

　兵庫県における トウネズミモチ植栽地の分布位置および植栽量，土地利用形態を調査 した結果，288地点で

本種の植栽が確認され，うち100個 体以上植栽されている大量植栽地は73地 点だった．植栽地は兵庫県の全域

でみ られたものの，大量植栽地は瀬戸内側の阪神間に偏 り，中山間部ではほとんどみられなかった．植栽地

の土地利用形態では，道路の94地 点，戸建て住宅の48地 点，公園の47地 点の順に多 く，このうち大量植栽地

では道路の27地 点，戸建て住宅の13地 点，公園の11地 点，工場緑地の10地 点の順に多かった．以上の ことよ

り，兵庫県下では トウネズミモチは阪神間を中心に広範囲に大量 に植栽され，その多 くは公共施設や工場緑

地などの大規模施設の植栽であることがわかった．
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　　　　　　　　　　は じめ に

　 トウネズミモチ （Ligustruエn　luciduエn） は，中国原

産のモクセイ科イボタノキ属の照葉小高木で，近年，国

内各地の多 くの都市の空地，都市林，都市河川等に逸出

していることが確認されている （唐沢，1978； 石田ほか，

1998； 吉永 ・亀山，2001； 橋本ほか，2003； 橋本ほか，

2005）．本種は少な くともオース トラリア，ブラジル，

南アフリカ，ニュージーランド，アルゼンチン，ポル ト

ガルの6か 国において侵略的外来植物 として注視 されて

いる （吉岡　2005）．また，その生態は，1） 萌芽力が旺

盛，2） 乾燥 ・被陰 ・潮風 ・火 ・大気汚染に対する耐性が

強い，3） 生長が極めて速い，4） 鳥散布型種子を大量に

生産 し （写真1，2） 散布能力も高い， といった侵略性を

示すおそれのある特性を有 していることか ら，兵庫県に

おいても侵略的外来種として監視すべき種といえる．橋

本ほか （2005）は， トウネズミモチの供給範囲は東北地

方から九州地方にかけて広 く，国内における トウネズミ

モチの1981年 か ら2003年 にかけての供給量の推定値は約

1500万 本に達 していることを報告 しているが，兵庫県下

での植栽量や種子供給源となる植栽地の分布状況の詳細

については不明である．

　本研究では トウネズミモチを対象として兵庫県下 にお

けるその植栽地の分布と生育量を把握 し，外来植物対策

のための基礎資料をとりまとめたので報告する．

　　　　　　　　　　調査 方法

　 トウネズミモチの植栽が予測 される兵庫県下の公園，

学校，工場緑地，道路などを中心に トウネズミモチの分

布を現地踏査により確認 した （写真3，4，5）．

　調査項 目は トウネズミモチの分布位置，分布地点 にお

ける トウネズミモチの個体数の概数 分布地点の土地利

用形態の3項 目とした．分布地点位置は，現地調査時に

1／5万 の地形図上に記録 したのち，室内にてデジタル地

図 （Super　 Mapple　 Digital　ver．3）を用いて緯度 ・経

度 （東京測地系）を読み取った． トウネズミモチの個体
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数 の概 数は現地 にて計数 し，0個 体 ，1～9個 体 ，10～99

個 体 ，100～999個 体 ，1000個 体 以上 の5つ の階級 に分 け

て記録 した．調査 地 の土地 利用 の形態 は，工場 緑地，道

路，学校，公園，戸 建て住宅 ，集合住 宅，市街 地，社 寺，

育苗畑 ，そ の他公 共施設 の10に 区分 し，現地調 査お よび

デ ジタル地 図 （Super　 Mapple　 Digital　ver．3） を用 い

て判 定 した． なお，市街地 は建物が 密集す る商業お よび

中心 業務地 区を対 象 とした．

　 なお，調査 は2004年5月 か ら2005年2月 にかけて実施

した．

　　　　　　　　　 結 　 　 　果

県下での植栽状況

　調査の結果，現地調査によ り288地点で トウネズミモチ

の植栽が確認された （表1） ．

　個体数階級別にみると，植栽地における個体数が1～

9個 体の地点が114地 点，10～99個 体の地点が101地 点，

100～999個 体の地点が64地 点，1000個 体以上の地点が9

地点で，1～9個 体の地点が最も多かったが，100個 体以

上の大量植栽地も確認された．

表1　 地形図図幅ごとの植栽地点数および個体数階級の内訳．小計の （ ）は総地点数に対する割合を示す．



図1　 トウネズミモチの植栽地の分布と植栽地における植栽量



　 トウネズミモチ植栽地点位置およびその植栽量を図1

に示 した． トウネズミモチの植栽分布 をみると，植栽地

は兵庫県の全域でみ られるものの，100個体以上の植栽が

認められた調査地点は瀬戸内側に偏 ってみられ，人口の

少ない中山間部では植栽地の地点数は少なかった（図1）．

植栽地点の土地利用形態と植栽量の関係

　植栽地の土地利用と植栽量について図2に 示 した．植

栽地の土地利用をみると，道路が94地 点と最も多く，次

いで戸建て住宅の48地 点，公園の47地 点，工場緑地の36

地点が多かった．植栽量別にみると，1000個 体以上の植

栽地の土地利用では道路が6地 点 と最 も多く，その他に

は公園，市街地，育苗畑がみられた．100～999個 体の植

栽地の土地利用では道路の21地 点が最も多く，次いで戸

建て住宅の13地 点，工場緑地と公園の10地 点が多かった．

10～99個 体の植栽地では道路の34地 点が最も多く，次い

で公園の20地 点，工場緑地の15地 点が多かった．1～9個

体の植栽地の土地利用では道路の33地 点が最も多く，次

いで戸建て住宅の24地 点，公園の16地 点が多かった．

　　　　　　　　　 考 　 　 　察

　本調査により，トウネズミモチが100個 体以上植栽され

る大量植栽地の存在が明らかになった（表1） ．大量植栽

地の地点数は73地点で，全植栽地点数 （288地点）の約1／4

を占めることか ら，兵庫県では トウネズミモチは1地 点

に大量に植栽される傾向にあるといえる．

　また植栽された トウネズミモチの分布は，兵庫県全域

にわたってみ られたが，大量植栽地は瀬戸内側に64地 点

（約88％ ）と偏 り，兵庫県北部や 中山間地では9地 点

（約12％ ）と少なかった （図1， 表1） ．これは多雪地で

あ る兵庫県 北部や 中山間部 では トウネズ ミモチ の利 用が

少な く、 高温寡雪 な瀬戸 内側 での利用 が多 いた め と考 え

られた．

　 トウネズ ミモ チの大量植栽 地の うち48地 点 （大 量植栽

地 の約66％ ） は道路 ，公 園， 工場緑地 の3つ の土地 利用

区分 にみ られ，そ の多 くが公 共施設や大 規模施設 にお い

て造成 されて いる といえ る （図2） ．

　 これ らの ことか ら，本種 の効 果的 な拡 散防止対策 を進

め るには，公共性 の高 い施設 よ り率先 して周辺環境 へ の

逸 出を防止す るための管理 に取 り組 む ことが必要 であ る

といえ， 特 にそ の取 り組み は大量植栽地 の分布 が多い瀬

戸 内側 で急 務 といえる．
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図2　 トウネズミモチ植栽地の±地利用形態



写真1　 トウネズミモチの花序 写真2　 トウネズミモチの果序

写真3　 集合住宅地の敷地境界に列植された トウネズミモチ



写真4　 公園で単木で植栽された トウネズミモチ

写真5　 緑地の境界に植栽された トウネズミモチの生垣


